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静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の

  

事
業
イ
メ
ー
ジ

　

先
月
の
コ
ラ
ム
第
１
２
８
回

で
、
こ
の
間
の
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の

運
営
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
反
省

を
し
、
多
岐
に
渡
る
事
業
の
相
互

関
係
と
そ
の
立
ち
上
げ
手
順
を

整
理
し
た
。
そ
し
て
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
各
委
員
会
に
関
わ
っ
て
も
ら

い
、
共
に
シ
ス
テ
ム
を
作
り
こ
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

掲
載
し
た
図
「
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ

の
事
業
イ
メ
ー
ジ
」
は
、
各
事
業

の
関
連
図
で
あ
る
。
事
業
内
容
は

大
き
く「
需
要
の
喚
起
」と「
供
給

の
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
」
に
分
か

れ
、
赤
枠
で
囲
ま

れ
た
５
つ
の
事
業

は
シ
ス
テ
ム
的
に

直
接
連
携
す
る
も

の
で
あ
る
。
推
進

す
る
優
先
順
位
は

①
新
チ
ケ
ッ
ト
回

収
・
顧
客
管
理
シ

ス
テ
ム
②
共
同
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
が

先
行
し
、２
，新
独

自
サ
ー
ビ
ス
（
サ

ブ
ス
ク
な
ど
）
や

③
サ
ブ
ジ
ョ
ブ
ド

ラ
イ
バ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
そ

れ
に
続
く
。

　

ま
た
、
法
的
な

障
壁
は
高
い
が
、

小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
運
行
管

理
の
共
同
化
は
戦

略
的
な
課
題
で
あ

る
。
サ
ブ
ジ
ョ
ブ
ド
ラ
イ
バ
ー
の

本
業
と
の
労
働
時
間
の
管
理
も

含
め
て
Ｉ
Ｔ
技
術
の
駆
使
に
よ

る
安
全
、
安
心
の
運
行
管
理
と
コ

ス
ト
の
効
率
化
と
の
両
立
を
図

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の

調
査
研
究
と
行
政
へ
の
働
き
か

け
の
委
員
会
も
作
り
た
い
。

　

需
要
の
喚
起
の
た
め
に
は
行

政
が
掌
握
す
る
移
動
需
要
と
の

連
携
、
さ
ら
に
自
治
会
、
老
人
会
、

経
済
団
体
と
の
連
携
も
重
要
で

あ
る
。

　

地
域
全
体
最
適
マ
ッ
チ
ン
グ

の
効
率
化
の
た
め
に
は
、
乗
務
員

の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
均
質
化

は
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
教

育
の
場
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
後
半
３
テ
ー
マ
は
一
朝
一
夕

に
は
い
か
ず
、
①
か
ら
③
ま
で
の

テ
ー
マ
の
実
現
を
図
る
中
で
準

備
さ
れ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。
と

り
あ
え
ず
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
①
〜

③
ま
で
の
構
想
の
叩
き
台
が
10

月
中
に
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

提
案
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

い
た
だ
い
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
揉
ん
で
も
ら
っ
て
詰
め
て
行

く
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
と
り
、
来

年
４
月
を
目
標
と
す
る
共
同
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に

集
中
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

「
テ
イ
ク
オ
フ
静
岡
」

  

へ
の
挑
戦

　

話
題
は
変
わ
る
が
、
た
ま
た
ま

先
日
、
静
岡
新
聞
の
記
事
で
静
岡

経
済
同
友
会
が
主
催
す
る
「
テ
イ

ク
オ
フ
静
岡
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
９

月
16
日
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
そ
の

説
明
会
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
。

　

こ
の
「
テ
イ
ク
オ
フ
静
岡
」
は
、

既
成
経
済
団
体
が
主
催
す
る
に

し
て
は
な
か
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
試
み
で
、「
突
き
抜
け
た

静
岡
を
創
生
す
る
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、「
地
域
社
会
の
あ
り
方

が
大
き
く
変
容
す
る
中
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
の
静
岡
創
生
を
目
指

す
『
静
岡
経
済
同
友
会
』
は
、
国

内
最
大
級
の
地
方
創
生
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『
Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
と
の
連
携
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
の
事
業
成
長
支

援
を
行
う
静
岡
創
生
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
『
テ
イ
ク
オ
フ
静
岡
』
の

第
２
期
を
開
催
し
ま
す
」
と
あ

り
、「
静
岡
県
中
部
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
地
域
活
性
化
を
目
指

す
多
種
多
様
な
企
業
・
団
体
を
大

募
集
！
突
き
抜
け
た
静
岡
を
創

生
す
る
事
業
ア
イ
デ
ア
を
幅
広

く
募
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
静
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を
会
友
同
済
経
岡

ジ
ビ
る
す
と
心
中

フ
オ
ク
イ
テ
（」
す

。
る
い
て

　

Ｔ
岡
静
に
さ
ま

岡
静
、
は
Ｓ
ａ
ａ

に
共
と
Ｓ
ａ
ａ
Ｍ

静
た
け
抜
き
突
「

」
る
す
生
創
を
岡

る
す
負
自
と
業
事

こ
、
は
て
し
と
私

趣
の
ト
ン
ベ
イ
の

激
刺
に
常
非
に
旨

参
非
是
、
け
受
を

Ｔ
岡
静、
た
ま。
た

コ
域
地
が
Ｓ
ａ
ａ

図
を
携
連
の
と
体
団
済
経
力
有

な
に
会
機
な
用
有
て
め
極
る
れ

選
（。
う
思
と、
か
い
な
は
で
の
る

）
…
が
だ
話
、
ば
れ
れ
ば

」
ス
ネ
ジ
ビ
型
文
縄
「  

感
共
の
へ

　

の
」
岡
静
フ
オ
ク
イ
テ
「
の
こ

イ
生
創
方
地
人
法
利
営
非
、
る

理
表
代
」
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
「
ム

縄
の
強
最
「
が
氏
吾
修
中
谷
の
事

新
済
経
本
日
（」
ス
ネ
ジ
ビ
型
文

前
年
２
を
本
う
い
と
）
社
版
出
聞

ネ
ジ
ビ
型
文
縄
。
る
い
て
し
出
に

き
聞
り
ま
あ
は
葉
言
う
い
と
ス

代
時
生
弥
、
が
だ
葉
言
い
な
れ
な

い
続
年
万
１
に
前

の
へ
代
時
文
縄
た

雄
達
林
小
（
価
評
再

日
が
化
文
文
縄
「
著

拓
を
来
未
の
人
本

お
で
ん
進
が
）」
く

で
位
本
味
興
、
り

ビ
型
文
縄
の
強
最
「

ア
速
早
を
」
ス
ネ
ジ

、
し
入
購
で
ン
ゾ
マ

。
た
み
で
ん
読

　

中
の
書
著
の
そ

フ
オ
ク
イ
テ
「、
で

デ
ロ
プ
合
総
」
岡
静

益
利
が
業
企
、
は
氏

め
求
を
化
大
最
の

化
適
最
に
と
こ
る

ジ
ビ
型
生
弥
た
し

文
縄
、
し
対
に
ス
ネ

企
「
を
ス
ネ
ジ
ビ
型

存
共
と
球
地
が
業

に
と
こ
る
す
生
共

義
定
と
」
ス
ネ
ジ
ビ
た
し
化
適
最

ツ
「
る
よ
に
透
浸
互
相
の
そ
、
し

て
し
唱
提
を
」
ブ
イ
ラ
ド
ン
イ

画
計
の
ス
ネ
ジ
ビ
型
生
弥
。
る
い

ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
、
的
争
競
、
的

ジ
ビ
型
文
縄
、
し
対
に
徴
特
の
つ

リ
フ
、
的
調
協
、
的
感
直
を
ス
ネ

ネ
ジ
ビ
型
生
弥
、
し
置
対
て
し
と

の
在
現
る
よ
に
ぎ
過
き
行
の
ス

ビ
型
文
縄
、
を
み
歪
の
ス
ネ
ジ
ビ

ス
ン
ラ
バ
ら
か
点
視
の
ス
ネ
ジ

。
る
い
て
い
説
を
と
こ
る
と
を

　

も
」
岡
静
フ
オ
ク
イ
テ
「
の
こ

き
突
「。
う
思
と
だ
み
組
り
取
な

め
た
る
す
生
創
を
」
岡
静
た
け
抜

踏
を
」
定
勘
ん
ば
ろ
そ
「
は
に

け
抜
き
突
「
を
れ
そ
も
つ
つ
え
ま

ビ
く
づ
と
も
に
感
直
と
意
熱
」
た

口
破
突
が
想
構
ル
デ
モ
ス
ネ
ジ

友
同
済
経
岡
静
。
う
思
と
る
な
に

ロ
プ
合
総
を
方
た
し
う
こ
が
会

チ
に
め
た
の
生
創
岡
静
た
け
抜

可
の
域
地
市
岡
静
と
界
済
経
岡

。
る
じ
感
く
強
を
性
能

10
月
17

の
出
提
ン
ラ
プ
が
日

Ｓ
ａ
ａ
Ｔ
岡
静
、
が
だ
日
切
締

踏
を
論
議
の
と
者
業
事
、
部
内
の

の
生
創
の
岡
静
た
け
抜
き
突
。
い

た
う
担
で
野
分
の
動
移
、
を
翼
一

！
も
に
め

月
９
年
１
２
０
２
（

20

）
記
日


